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のレベルで解明されようとしている。また、分子レベルでの解明が直ちに生命の本質の解明に
直結するものでなく、メンデルの研究した個体レベルでの遺伝学や、細胞、組織、器官、個体、
それに集団の生物学、つまり発生学、生理学、生態学、などにおいて統一的に理解されなけれ
ばならないだろう。このように考えてくると、生物学の終点はまだまだ遠いところにあるよう
に思える。(大阪市立大学新聞1965年10月25日号)
「オーキシンの矛盾-研究の歴史から」
“カラスムギ、エンドウ、インゲン、オオムギがこんなにおおきくなりました。
どうしておおきくなるのかは、あなたもぼくも知りません。
けれど、ごらんよ、知らぬまに、ほらカラスムギ、エンドウ、インゲン、オオムギがこん
なにおおきくなりました。"
これは1937年に発行されたウェントとテイマンの『植物ホルモンjという本の扉に引用され
ている歌で、英国の古い子守歌だそうである(JI田信一郎、八巻敏雄訳、昭和26年発行、養賢
堂)。私事にわたるが、私がオーキシンの研究を志して京都大学植物学教室に入学したとき、思
師芦田譲治先生と、農学部におられた今村駿一郎先生によってこの本の存在を知り、辞書を引
きながらむさぼり読んだことを思いだす。入学の翌年、この訳本が出版され、以来研究室と自
宅でいつもこの本は私の手元にある。この本はいわば私にとってお守りのようなものである。
オーキシン(語源はギリシャ語auxelnまたはauxanem-増加する、生長する)など、植物の
微量生理活性物質を"ホルモン"とよぶのは必ずしも適当ではないが、ウェントとテイマンの
本がでてから、これらの物質を一般に“植物ホルモン"とよぶのが習慣になっている。植物ホ
ルモンにはオーキシンのほか、オーキシンより早く日本で発見され分離同定されたジベレリン、
第二次大戦後発見されたサイトカイニンやアプシジン酸、およびエチレンの5種類がある。この
ほか、まだ発見されていない開花ホルモン(フロリゲン)や、その他数多くのホルモン様生理
活性物質がある。これらのホルモンはいずれも比較的分子量の小さい簡単な有機化合物である
にもかかわらず、実に多様な生理作用を示す。
ウェントとテイマンの本の第7章「生長素の化学J(オーキシンをこの頃は生長素とよんだ)
の中で、オーキシンaとbの分離、生長素としてのインドール-3-酢酸の発見、の各項に、天
然オーキシン類の分離同定の詳細が述べられている。他のホルモン、なかでも合成サイトカイ
ニンであるカイネチンが精子DNAの変性物質として発見されたいきさつはまことに興味ぶかし
自然科学の研究における研究者の努力に、いかに偶然というか、運、不運がつきまとうかを示
している。しかし、オーキシンa，bそれに当時ヘテロオーキシンとよばれていたインドール酢酸
が植物ホルモンとして分離同定されたいきさつほど興味ぶかく、ミステリアスで、しかも論議
をよんだ物語は他に類が少ないであろう。
* 
オランダ、ユトレヒト大学では、まず植物学教室において1928年、ウェントが黄化(もやし
状)カラスムギの幼葉鞘先端から生長素を寒天片に拡散させて分離した。これを再び幼葉鞘に
与えることによって、彼は生長素の生物検定法を確立した。この生物検定法は現在でも“アベ
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ナ(カラスムギのラテン名)標準試験法"と・して用いられている。同様の働きをもっ生長素が
カピ、バクテリアあるいは人尿にも存在することが、米国やオランダで見いだされた。
1933年、ウェントと同じユトレヒト大学の有機化学教室で、三人の化学者、すなわち、ケー
グル、ハーゲンスミットおよびエルクスレーベンが巧妙な方法によって人尿から生長素を分離
した。すなわち、彼らは人尿百数十リットルからえた粗結晶数百ミリグラムを用いてオーキシ
ンa，bおよび aラクトンの構造を決定した。この当時の技術からすると、ミリグラム単位の微量
結晶からそこに含まれる2種類以上の物質の構造を決定するのは大変な仕事であったにちがいな
い。ついで1934年、この三人の化学者は同じく人尿から別の生長素を分離同定し、ヘテロオー
キシンと名づけた。この物質、すなわちインドール酢酸はのちに高等植物からも発見され、実
はヘテロでなく"真の"天然植物ホルモンであることがわかった。しかし、真のオーキシンで
あるはずのオーキシンa，bは、その後どのような植物や微生物からも発見されなかった。この幻
のホルモン、オーキシンa，bの分離同定に関する研究の物語は、モェヴスのクラミドモナスの接
合ホルモンの物語り(久保田尚志「幻のクラミドモナス」化学の領域、 6巻、 12-21頁、 1966
年参照)に匹敵するほど特筆に値しよう D
人尿からのオーキシンの分離同定を行ったユトレヒト大学有機化学教室のグループは、ケー
グル教授に率いられていた。当時としてはきわめて精綴な分離精製、構造決定の実験は、ケー
グルの助手であったエルクスレーベンという女性によっておもに行われた。ヨーロッパが第二
次大戦に入って間もなく、オランダがドイツ軍に侵略されたのは周知のとおりである。ケーグ
ルの研究グループは大戦後消滅し、エルクスレーベンはドイツへ去ったまま消息不明といわれ
ている。
戦後1950年、ストックホルムで開かれた国際植物学会議のとき、その後発見されなかったオ
ーキシンa，bに関して特別な会議が聞かれた。いろいろな議論の結果、ケーグルたちの実験結果
が証明されない限りオーキシンa，bは存在しない、ということを投票によって公式に決めたとい
う。このとき、この決定に反対の一票がウェントによって投じられたと伝えられている。この
間のいきさつについては別の話しも伝えられている c すなわち、エルクスレーベンは大戦中ド
イツ軍人であった愛人とともにドイツに赴いたが、戦後、有機化学の研究に帰りたいという志
すてがたく、ケーグル教授にその熱望を訴えた。ケーグル教授は彼女の行った一連の研究を他
の科学者の立ち合いのもとに追試し、多くの人たちのオーキシンa，bに対する疑惑を晴らすこと
を彼女の復帰の条件とした。その結果、エルクスレーベンの復帰が実現しなかったことで、オ
ーキシンa，bの存在は誤りであったと判断されるに至ったという口
* 
ケーグルたちの研究から30年あまり、そしてストックホルムの公式決定から15年たった1965
年、当のユトレヒト大学の有機化学教室から一編の論文が発表された口この論文によると、教
室に当時の本物のオーキシンa，aラクトンの標品が残っているのが発見された。これらの標品を
近代的な技術を用いて分析したところ、全く異なった物質であることが判明し(それぞれコリ
ン酸、ハイドロキノン、チオセミカルバジド)、これらのオーキシンは存在しなかった、と結論
された。
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こうして30数年にわたったオーキシンa，bにまつわる物語は終りを告げた。この問、合成標品
は植物の生長に活性を示さないことも明かにされていたが、当時の標品がそのまま発見される
という信じがたいような出来ごとによって物語が終った。なぜこのような似ても似つかぬ物質
を人尿から結晶として分離し、考えられぬような構造を推定し、しかも生物的活性を見い出し
たのであろうか。この出来ごとをせんさくしたい推理的好奇心をもつのは、科学者ならずとも
自然であろう D 同時に、私たち科学者にとってケーグルたちの研究は重大な問題提起ともなっ
ている。
* 
大学紛争以来、「研究」というものに対する問いかけが行われることが多くなった。私はなぜ
オーキシンの作用機作を研究するかと問われれば、まずそれが知りたいからであり、その研究
をすることが私が生きていることの証拠だからである、と答えるしかない。科学者にとって研
究とは信仰のようなものかもしれない。また、人によっては研究とは趣味のようなものかもし
れない。しかし、研究が多額の税金を使って行う公的性格をもつものであり、大学においては
教育に結びつくものである以上、公的責任を伴うものであることを科学者は忘れてはならない。
したがって、科学者は研究成果を公表し、客観的な評価を受けるべき存在であることに疑いは
ない。これが科学者のモラルというものであろう。また同時に、生命を燃やしつくすようにし
て行った科学者たちの成果は、歳月をへた上で広い角度から評価されてよいものであろう。
ケーグルやエルクスレーベンの研究活動も、次のようにきわめて好意的に推理し評価できる
かもしれない。もし作為的にごまかそうとしたのではないという前提をおくならば、彼らはオ
ーキシンの分離同定に最大の情熱を燃やしたのであって、そうでなければ、あのように精綴で
ラボリアスな研究を行い、数多くの論文を発表することはできなかったであろう。この間、自
らの研究に没頭するあまり、過度の殉教者的責任を感じ、知らず知らずのうちに、考えられな
いような誤りを冒したのかも知れない。いろいろな説はあるが、私はこのように考えたい。ケ
ーグルたちの誤りは科学的業績としてはもちろん評価されないものであろうし、もし作為的な
ものであったなら論外である。しかしその反面、ケーグルたちの研究は多くの科学者の植物ホ
ルモンに対する興味をよびおこし、そしてこの分野の研究の発展に大きな刺激となったことは
特筆しなくてはならない口すなわち、結果として誤りであった彼らの研究は、この意味におい
てすぐれた業績であったという評価もなされうるわけである。オーキシンの発見は、科学の研
究に対するこのように一見矛盾した評価がなされうることを示すーっの例である。 (iuPJ1974 
年16号、東京大学出版会)
「虞美人草の生長運動j
紀元前202年、咳下において漢の高祖(劉邦)の軍に固まれ、四面楚歌の中で愛する虞姫を残
して楚の項羽は敗死した。このとき項羽が残したつぎの歌にある虞姫はそこで果てたが、その
墓から化身として咲いた美しい花は虞美人草とよばれる。これが唐の時代に生まれた伝説である。
力山を抜き、気は世を蓋う
時利あらず、スイ(雑)逝かず
